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1）今回のボランティア活動で一番学んだこと
「復興の主役はあくまで被災者であり、ボランティアはそのサポート役」
今回の活動の中で最も印象に残った言葉であり、考えさせられた言葉であった。
表現に語弊があるかもしれないが、ふような物資が山積みとなっている一方で、三ヶ月以上も高校の柔道場に布団を敷いて生活されている被災者の方々が今なおたくさんいらっしゃるという現実を目の当たりにするにあたっては、やはり支援者側の「こうしてあげたい」「ああしてあげたい」という自分たちの価値観だけで活動を行うのではなく、しっかりと被災者側のニーズを把握・分析した上で活動しなければならないということは、身を持って学ぶことができたと思う。
2）今回のボランティア活動内容や活動の仕方での問題点、あるいは今後改善すべき点
私はアトラクション担当ということで、主に、綿菓子、ポップコーン、金魚すくいを提供したが、子供たちに楽しんでもらうことができたことは本当によかったと思う。
問題点や改善点というわけではないが、高校の敷地内でクラブ活動に励んでいた中学生や高校生に対しても、もっと何かしてあげることができれば…とは感じた。
3）今回の活動参加を通して、自分は今後震災支援活動のどんな面に関わりたいか、また学生サークルとして何をしたらいいと考えるか、具体的に書きなさい。
Bridgeとしてはこれからも、今、自分たちにできること行っていくことが大切ではないかと思う。具体的には、現在進行中の3つのプロジェクト（兵庫県に避難されている被災者の方々に支援物資の提供するとおいうプロジェクトと、韓国円仏教から送られてきたミネラルウォーターときゅうり水をどうするかというプロジェクト、メッセージカードを集めて被災地に送るというプロジェクト）を引き続き進行すべきだと思う。
進行するにあたっては、1）の内容でも述べたとおり、被災者側にとって行き過ぎた支援とならないように、しっかりと情報収集・分析し、ニーズを汲み取ることが1番大切だと思うので、今回の炊き出しボランティアでご一緒させていただいたKFCやKEY等の団体と、これからも情報交換を行っていくことや、他団体が中心となって行っているような活動に参加していくことで、しっかりと被災者のニーズを把握し、そのニーズにマッチした支援活動をしていきたいと思う
